
社会資本総合整備計画
安全で快適な生活環境のまちづくり
平成23年度　～　平成27年度　（5年間） 海津市

下水道事業の推進に努め、排水対策を充実し、生活環境の改善と公共用水域の水質保全に努める。

①下水道処理人口普及率を68.8%(H21末）から72.3%(H27)に増加させる。
②南濃中南部浄化センターの下水の処理能力を66.4%（H23）から100.0%(H24）に増加させる。
③南濃中南部浄化センターの汚泥脱水機の設置率を50%（H23）から100%（H25）に増加させる。
④処理場における長寿命化計画策定率を0%（H23）から40%（H26）に増加させる。
⑤処理場における長寿命化計画対策実施率を0%（H27）から100%（H27）に増加させる。

（H24末） （H27末）

①下水道処理人口普及率
下水道を利用できる人口（人）／海津市の総人口（人）

②南濃中南部浄化センターの１日あたりの下水の処理能力
下水の処理能力（m3／日）／全体計画の下水の処理能力（m3／日）

③南濃中南部浄化センターの汚泥脱水機の設置率
汚泥脱水機の設置数（台）／全体計画の汚泥脱水機の設置数（台）

④処理場における長寿命化計画策定率
長寿命化計画策定済みの処理場数（箇所）／長寿命化計画を策定すべき処理場数（箇所）

⑤処理場における長寿命化計画対策実施率
長寿命化計画対策実施着手済みの処理場数（箇所）／長寿命化計画策定済みの処理場数（箇所）
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事　後　評　価　（中　間　評　価）

○事後評価（中間評価）の実施体制、実施時期

平成29年6月

海津市ホームページにて公表

１．交付対象事業の進捗状況

A１　下水道事業
番号 事業 地域 交付 直接 事業及び 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 施設種別 H23 H24 H25 H26 H27

1.海津処理区

A1-1-1 下水道 一般 海津市 直接 海津市 汚水 新設
65
73

A1-1-2 下水道 一般 海津市 直接 海津市 汚水 新設
944

1,106

A1-1-4 下水道 一般 海津市 直接 海津市 汚水 新設 札野地区面整備（未普及解消）
176
189

A1-1-5 下水道 一般 海津市 直接 海津市 汚水 新設
144
28

2.中南部処理区

A1-2-1 下水道 一般 海津市 直接 海津市 汚水 新設
81
89

A1-2-2 下水道 一般 海津市 直接 海津市 汚水 新設
174
213

A1-2-3 下水道 一般 海津市 直接 海津市 水処理 増設
299
299

A1-2-4 下水道 一般 海津市 直接 海津市 汚泥処理 増設
2
2

A1-2-5 下水道 一般 海津市 直接 海津市
水 処 理
汚泥処理 改築

14
15

長寿命化

A1-2-6 下水道 一般 海津市 直接 海津市 汚水 改築
8
9
長寿命化

A1-2-7 下水道 一般 海津市 直接 海津市 汚水 改築
36
70

A1-2-8 下水道 一般 海津市 直接 海津市
水 処 理
汚泥処理 改築 長寿命化計画対策実施（長寿命化・処理場）

5
7

3.全域

A1-3-1 下水道 一般 海津市 直接 海津市 全種 効率的な事業実施のための検討
3
0

4.北部処理区

A1-4-1 下水道 一般 海津市 直接 海津市
水 処 理
汚泥処理 改築

2
2
長寿命化

A1-4-2 下水道 一般 海津市 直接 海津市
水 処 理
汚泥処理 改築

2
0

5.三郷処理区

A1-5-1 下水道 一般 海津市 直接 海津市 汚泥処理 改築
2
1
長寿命化

A1-5-2 下水道 一般 海津市 直接 海津市 汚泥処理 改築
1
1

小計（下水道事業）
1,960
2,105

海津市

長寿命化計画対策実施（長寿命化･処理場）

長寿命化計画対策実施（長寿命化･処理場）
実施設計(移動脱水車)
実施設計(移動脱水車)

海津市

海津市

海津市

海津市
検討資料作成　一式
未実施

海津市

実施設計・対策工事
実施設計・対策工事L=0.79㎞

海津市

海津市

海津市

海津市

長寿命化計画策定（長寿命化･処理場）

海津市

OD槽(7,100㎥/日),3系列
OD槽(7,100㎥/日),3系列

計画策定
計画策定

詳細設計
詳細設計

実施設計
未実施

調査・計画策定
調査・計画策定

海津市

南濃中南部浄化ｾﾝﾀｰ汚泥処理施設(資源循環)

長寿命化計画策定（長寿命化･処理場）

長寿命化計画策定（長寿命化・管渠）

φ=75～200mm　L=3.3km
φ=75～200mm　L=3.26km

海津市

調査・計画策定(移動脱水車)
調査・計画策定(移動脱水車

海津市

実施設計
実施設計

事業者 市町村名事業内容

交付対象事業

全体事業費
（百万円）

φ=100～200mm　L=7.5km
実施設計

要素となる事業名

φ=50～250mm　L=29.8km
φ=75～250mm　L=12.93km

省略
工種

長瀬･立野地区面整備（未普及解消）

駒ヶ江･大和田･草場・鹿野地区幹線、
面整備（未普及解消）

φ=100～200mm　L=1.2km
φ=150～200mm　L=1.16km

海津市

海津市

海津市
φ=75～150mm　L=3.4km
φ=75～150mm　L=3.37km

φ=75～200mm　L=7.2km
φ=75～150mm　L=2.03km

長寿命化計画策定（長寿命化･処理場）

南濃中南部浄化ｾﾝﾀｰ水処理施設(水質保全)

大崎南･万寿新田･金廻地区面整備
（未普及解消)

駒野･奥条・羽沢地区面整備（未普及解消）

田鶴･境･松山地区面整備（未普及解消）

調査・計画策定
調査・計画策定

事後評価（中間評価）の実施体制 事後評価（中間評価）の実施時期

海津市建設水道部上下水道課にて評価を実施 公表の方法

長寿命化計画対策実施（長寿命化・管渠）



２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅰ定量的指標に関連する

　　　交付対象事業の効果の発現状況

最終目標値 73.0 % 26,632人／35,716人
Ⅱ定量的指標の達成状況 目標値と実績値

に差が出た要因
最終実績値 74.6 %

最終目標値 100.0 %
目標値と実績値
に差が出た要因

最終実績値 100.0 %

最終目標値 100.0 %
目標値と実績値
に差が出た要因

最終実績値 50.0 %

最終目標値 40.0 %
目標値と実績値
に差が出た要因

最終実績値 60.0 %

最終目標値 100.0 %
目標値と実績値
に差が出た要因

最終実績値 66.7 %

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況
（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

　2施設（浄化センター）に関する長寿命化計画の策定を計画していたが、計画を超える3施設(南濃北部浄化センター・
南濃中南部浄化センター・三郷浄化センター)の長寿命化計画を策定したことによる。

指標③ 南濃中南部
浄化センターの汚
泥脱水機の設置率

指標④ 処理場にお
ける長寿命化計画
策定率

指標① 下水道処理
人口普及率

指標② 南濃中南部
浄化センターの１
日あたりの下水の
処理能力

未普及地区の管渠整備促進により、供用開始区域の拡大につながったため。

・海津処理区、及び中南部処理区の面整備を実施したことにより、生活環境の改善と公共用水域の水質保全に寄与することができた。
・南濃中南部浄化センターにおける水処理施設の増設により処理能力が向上した。
・老朽化した下水道施設（管渠・処理場）における長寿命化計画策定により、計画的な改築更新事業を行うことが可能となった。

・下水道未普対策事業については、次計画でも引き続き事業を推進するものの、より効率的に進められるよう地域からの整備要望が強く早期に接続が見込める等、効果の発現の期待できる地区より、整備を進める。

・施設の計画的な改築更新を進めていくための点検・調査を行い、「下水道ストックマネジメント計画」を策定し、計画的な改築更新を進めていく。

流入水量の伸びが小さく、当面、既存施設能力で処理が可能である事から整備事業を休止したため。

指標⑤ 処理場にお
ける長寿命化計画
対策実施率

3施設の計画策定に対し、2施設(南濃中南部浄化センター・三郷浄化センター)について事業着手し目標のとおり事業が進
捗した。残る1施設（南濃北部浄化センター）については、同時実施している施設の耐震診断結果を考慮し、事業を進め
ることとしたため、本計画期間での事業着手は見送り、次期計画において事業着手することとしたことにより、目標を下
回る結果となった。


